
安全･安心･新鮮でおいしい静岡県産の農畜産物をお届けします。
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▲シンガポールでの茶販売

▲JAタウン「しずおか『手しお屋』」
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表2　輸出品目別実績 （千円）

表１
営業部流通開発課図

Ⅰ 

は
じ
め
に

　

本
会
は
、
令
和
２
年
度
を
ス
タ
ー
ト
す

る
に
あ
た
り
、
「
新
時
代
へ
の
挑
戦
、
農

業
の
飛
躍
・
経
営
の
革
新
」
を
め
ざ
し
て

「
Ｊ
Ａ
静
岡
３
か
年
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
同
時
に
、
こ
の
計
画
を
円
滑
に
進

め
る
た
め
、
機
構
改
編
を
実
施
し
、
新
設

の
部
が
２
部
、
新
設
の
課
が
６
課
誕
生
し

ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
今
回
は
、
「
流

通
開
発
課
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ⅱ 

流
通
開
発
課
の
業
務

　

新
規
に
発
足
し
た
流
通
開
発
課
は
、
こ

れ
ま
で
３
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
行
な
っ

て
き
た
多
様
な
事
業
を
と
り
ま
と
め
、
そ

れ
を
大
き
く
と
ら
え
て
「
新
た
な
商
品
・

新
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
外
販
・
海
外
へ
の
進

出
な
ど
を
手
懸
け
る
プ
ロ
集
団
」
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
各
部
門
の
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
経
験
と
多
彩
な
人
脈
を
生
か
し
、

新
た
な
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

　

流
通
開
発
課
の
業
務
は
、
①
農
畜
産

物
の
輸
出
に
関
す
る
業
務 

②
ｅ
コ
マ
ー

ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
、
ブ
ラ
ン
ド

ア
ッ
プ
に
関
す
る
業
務 

③
外
食
販
売
事
業

所
（
直
営
店
「
駿
府
の
肉
処 

静
岡
そ
だ

ち
」
）
に
関
す
る
業
務
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

１　

輸
出
事
業

⑴ 
輸
出
の
事
情

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、
主
力
の
い
ち
ご
を
中
心
に
取

扱
い
が
減
少
し
、
ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
供
給
先
が
休
業
と
な
り
、
取
扱
い
が
ス

ト
ッ
プ
す
る
な
ど
、
輸
出
に
影
響
が
出
ま

し
た
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
、
既
存
の
輸

を
植
物
防
疫
検
査
、出
荷
の
立
会
を
経

て
台
湾
へ
輸
出
し
ま
し
た
。

③
周
辺
地
域
と
の
協
力

　

三
遠
南
信
地
域（
浜
松
市
、田
原
市
、豊

橋
市
、飯
田
市
）と
連
携
し
フ
ェ
ア
な
ど

に
参
加
し
ま
し
た
。

２　

ｅ
コ
マ
ー
ス
、ビ
ジ
ネ
ス
マッ
チ
ン
グ

　

に
関
す
る
業
務

⑴ 

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

　
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン「
し
ず
お
か『
手
し
お
屋
』」事
業

　
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン「
し
ず
お
か『
手
し
お
屋
』」

で
は
、県
下
Ｊ
Ａ
の
商
品
を
取
り
扱
い
ま

す
。Ｊ
Ａ
伊
豆
太
陽
の
ニ
ュ
ー
サ
マ
ー
オ
レ

ン
ジ
加
工
品
、Ｊ
Ａ
三
島
函
南
の
箱
根
西
麓

牛
、Ｊ
Ａ
伊
豆
の
国
の
ワ
サ
ビ
、Ｊ
Ａ
あ
い

ら
伊
豆
の
レ
イ
ン
ボ
ー
レ
ッ
ド
、Ｊ
Ａ
御
殿

場
の
お
米
、Ｊ
Ａ
富
士
市
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

Ｊ
Ａ
富
士
宮
の
野
菜
セ
ッ
ト
、Ｊ
Ａ
静
岡
市

の
ワ
サ
ビ
、Ｊ
Ａ
ハ
イ
ナ
ン
の
メ
ロ
ン
、Ｊ

Ａ
遠
州
夢
咲
の
バ
ラ
、Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
の

パ
ク
チ
ー
、丸
浜
柑
橘
連
の
冷
凍
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
な
ど
を
今
年
新
た
に
販
売
し
た
ほ
か
、

定
番
商
品
と
し
て
Ｊ
Ａ
お
お
い
が
わ
の
野

菜
セ
ッ
ト

や
Ｊ
Ａ

み
っ
か
び

の
三
ヶ
日

み
か
ん
な

ど
を
販
売

し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る

県
の
事
業

や
全
農
の

農
家
応

援
キ
ャ
ン

出
先
へ
の
事
業
拡
大
と
、
輸
出
先
で
の
需

要
調
査
や
、
出
向
駐
在
員
と
の
連
携
等
を

進
め
ま
し
た
。
そ
れ
ら
に
よ
り
、
お
茶
の

輸
出
拡
大
に
向
け
、
海
外
常
設
店
舗
が
69

店
舗
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
54
店
舗
、
香
港
２

店
舗
、
ア
メ
リ
カ
は
13
店
舗
）
を
確
保
し
、

累
計
1
1
6
店
舗
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

⑵ 

輸
出
品
目
別
実
績（
表
２
参
照
）

　

輸
出
事
業
は
、
令
和
元
年
度
総
額

１
億
９
７
０
万
円
で
、
平
成
30
年
度
総
額

１
億
４
千
20
万
円
に
比
べ
77
％
に
落
ち
込

み
ま
し
た
。

　

品
目
別
に
見
る
と
、
イ
チ
ゴ
・
メ
ロ

ン
・
柿
等
の
果
物
類
が
４
，
４
０
０
万

円
、
有
機
荒
茶
が
４
，
２
０
０
万
円
、
カ

ナ
ダ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
向
け
み

か
ん
が
１
，
０
０
０
万
円
等
で
総
額

１
億
９
７
０
万
円
の
実
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

⑶ 

輸
出
の
新
た
な
取
り
組
み

①
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
活
用

　

イ
チ
ゴ
や
お
茶
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
ア
ニ
メ

「
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
」を
活
用
し
、香

港
と
台
湾
へ
輸
出
し
ま
し
た
。

②
輸
出
専
用
園
地

　

丸
浜
柑
橘
連
の
輸
出
専
用
園
地
み
か
ん

多
様
な
事
業
を
取
り
ま
と
め

県
産
農
畜
産
物
を
消
費
者
へ

届
け
る「
流
通
開
発
課
」

品目 2019年 2018年 備考

野菜 6,227 8,403 バレイショ国内価格高騰
→輸出減

果物① 10,108 25,828 みかん→日園連→カナダ・
ニュージーランド他

果物② 44,860 40,084 ①以外のみかん・イチゴ・メロ
ン・柿等

仕上茶 3,984 5,028 継続販売店の増加
→売上増に届かない

肉類 1,972 8,133 牛肉→他県産競合
豚→豚熱の影響

飲料 299 521

その他 10 2

小計 67,460 87,999 2019/2018=77%

有機荒茶 42,256 53,993 JA→本会→茶商
→米国・アジア・EU

合計 109,716 141,992 2019/2018=77%



▲ギフトカタログ 食卓専科

▲駿府の肉処 静岡そだち

▲商談会への出展▲貨客混載

▲静岡茶かりんとう

▲県産果汁のゼリー飲料
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ペ
ー
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
上
半
期
実
績
は
、注
文
数

１
１
，４
５
７
件
、金
額
は
４
，６
０
４
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

○
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
し
ず
お
か

『
手
し
お
屋
』」ア
ド
レ
ス
：

https://w
w

w
.ja-tow

n.com
/shop/c/c4301

⑵ 

ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ「
食
卓
専
科
」事
業

　

食
卓
専
科
は
、引
き
続
き
26
ア
イ
テ
ム

を
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
。新
規
取
引
と
し
て

は
、Ｊ
Ａ
三
島
函
南
よ
り
総
代
会
の
記
念

品
な
ど
、新
た
な
用
途
で
の
推
進
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　

上
半
期
実
績
は
、４
０
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

⑶ 

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
目
的
と
し
た

商
談
会
や
展
示
会
に
出
展
し
、取
引
の
拡

大
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
開
催
と
な
る
中
、ふ
じ
の
く
に
総

合
食
品
開
発
展
や
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
国
産
農

畜
産
物

商
談
会

に
つ
い

て
も
オ

ン
ラ
イ

ン
出
展

を
予
定

し
て
い

ま
す
。

⑷ 

貨
客
混
載
事
業

Ｊ
Ｒ

東
海
バ

ス
を
利

用
し
た

貨
客
混

載
を
活

用
し
東

京
都
内

に
本
県

産
の
農

産
物
を

運
び
県

産
農
産

物
の
拡

販
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。Ｊ
Ｒ
東
海
バ
ス

の
空
き
ト
ラ
ン
ク
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
物
流
の
効
率
化
、少
ロ
ッ
ト
多
品
目
の
地

域
産
品
、希
少
な
産
品
の
出
荷
を
行
っ
て
い

ま
す
。

⑸ 

ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
事
業

　

静
岡
県
産
農
畜
産
物
の
商
品
イ
メ
ー
ジ

を
向
上
さ
せ
る
商
品
開
発
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

①
静
岡
苺「
き
ら
ぴ
香
」を
使
用
し
た
パ
ン

を
コ
ン
ビ
ニ
や
量
販
店
、ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
に
て
販
売
し
ま
し
た
。

②「
揉
一
ひ
と
え
」を
使
用
し
た
静
岡
茶
か

り
ん
と
う
や
県
産
果
汁
を
使
用
し
た
ゼ

リ
ー
を
県
内
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ

ト
向
け
に
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

3　

外
食
販
売
事
業

　
静
岡
県
産
農
畜
産
物
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
、
静
岡
駅
前
で
焼
肉
店

「
駿
府
の
肉
処　

静
岡
そ
だ
ち
」
を
運
営

し
て
い
ま
す
。

⑴ 

外
食
販
売
実
績

　

令
和
元
年
度
の
販
売
実
績
は
、１
億
１

千
４
５
３
万
円
、客
数
は
２
万
４
６
７
７

人
で
し
た
。

　

今
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、営
業
自
粛
や
、時
短
営
業
、客
数
の

制
限
な
ど
、大
変
厳
し
い
状
況
下
で
す
が
、

感
染
症
予
防
策
を
徹
底
し
て
実
践
す
る
こ

と
で
、お
客
様
に
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑵ 

売
り
上
げ
拡
大
に
向
け
て

　

当
店
で
は
、「
特
選
和
牛
静
岡
そ
だ
ち
」、

「
金
豚
王
」等
の
静
岡
県
産
ブ
ラ
ン
ド
食

肉
は
も
ち
ろ
ん
、お
米
や
野
菜
、酒
な
ど
も

静
岡
県
産
の
食
材
に
こ
だ
わ
り
、県
内
外

の
お
客
様
に
静
岡
県
産
の
ブ
ラ
ン
ド
を
Ｐ

Ｒ
で
き
る
よ
う
、引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。ま
た
、他
店
で
は
で
き
な
い
、

産
地
と
連
携
し
た
特
色
あ
る
企
画
に
よ
る

消
費
宣
伝
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

住
所
：
静
岡
市
葵
区
追
手
町
２
の
15

　
　
　

Ｍ
Ｒ
Ｋ
追
手
町
２
Ｆ

電
話
：
０
５
４（
２
５
１
）４
１
２
９

Ⅲ 

お
わ
り
に

　

流
通
開
発
課
は
、
静
岡
県
産
の
農
畜
産

物
を
も
と
に
し
て
、
新
商
品
の
開
発
と
流

通
網
の
整
備
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

御
用
の
折
は
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
事
務
局

商
品
開
発
、
流
通
研
究
会
、
農
芸
品
カ
タ

ロ
グ
等
の
窓
口
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

J
A
静
岡
経
済
連
営
業
部
流
通
開
発
課

〒
４
２
２   

‒８
６
２
０

静
岡
市
駿
河
区
曲
金
３
丁
目
８
番
１
号

T
E
L
０
５
４
（
２
８
４
）
９
７
２
８

F
A
X
０
５
４
（
２
８
３
）
０
６
８
５



▲テープカットで開業を祝う関係者▲オリジナルボトルにお茶を淹れて楽しめる緑茶スタンド

▲大井川流域の農産物が並ぶマルシェ
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新
型
コ
ロ
ナ
終
息
を
祈
願
し
静
コ
シ
を
奉
納

疫
病
終
息
祈
願
祭
を
開
催

緑
茶
と
農
産
物
の
体
験
型
フ
ー
ド
パ
ー
ク
が
誕
生

K
A
D
O
D
E 

O
O
I
G
A
W
A
オ
ー
プ
ン

　

11
月
7
日
、静
岡
市
清
水
区
の
草
薙
神
社

で
疫
病
終
息
祈
願
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。祈

願
祭
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終

息
を
願
い
執
り
行
わ
れ
、本
会
食
糧
部
は
静

岡
県
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
奉
納
し
ま
し
た
。ご

祈
祷
さ
れ
た
撤
饌（
て
っ
せ
ん
）米
は
、本
会

直
営
店「
駿
府
の
肉
処 

静
岡
そ
だ
ち
」で
提

供
さ
れ
た
ほ
か
、「
２
合
パ
ッ
ク
袋
」と
し
て

販
売
し
ま
し
た
。食
糧
部
は「
コ
ロ
ナ
禍
で
新

し
い
生
活
様
式
と
な
り
周
り
の
人
た
ち
と
社

会
的
距
離
を

と
り
、心
に
も

距
離
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ

た
。祈
祷
米
が

少
し
で
も
皆

さ
ま
の
心
に

寄
り
添
う
一

助
と
な
れ
ば
」

と
期
待
を
寄

せ
ま
し
た
。

　

11
月
12
日
、J
A
大
井
川
、島
田
市
、大
井

川
鐵
道（
株
）、中
日
本
高
速
道
路（
株
）の
４

者
は
島
田
市
に
、お
茶
と
農
産
物
を
中
心
と

し
た
体
験
型
複
合
施
設「
K
A
D
O
D
E 

O
O
I
G
A
W
A（
か
ど
で　

お
お
い
が

わ
）」を
開
業
し
、記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し

た
。式
典
で
は
、川
勝
平
太
静
岡
県
知
事
、染

谷
絹
代
島
田
市
長
、J
A
大
井
川
の
増
田
政

光
代
表
理
事
組
合
長
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

行
い
開
業
を
祝
い
ま
し
た
。

　

本
会
は
、建
設
部
一
級
建
築
士
事
務
所
が

㈱
乃
村
工
藝
社
、ア
ザ
ミ
プ
ラ
ン（
株
）と
３

者
共
同
に
よ
る「
賑
わ
い
拠
点
整
備
デ
ザ
イ

ン
・
設
計
協
同
企
業
体
」に
て
設
計
・
監
理
を

行
い
ま
し
た
。

　

K
A
D
O
D
E 

O
O
I
G
A
W
A
は
、新

東
名
高
速
道
路
の
島
田
金
谷
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
南
側
に
位
置
し
、大
井
川
流
域
の
緑

茶
・
農
業
・
観
光
の
魅
力
を
発
信
す
る
体
験
型

フ
ー
ド
パ
ー
ク
で
、４
者
連
携
に
よ
る
賑
わ

い
交
流
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。施

設
は
マ
ル
シ
ェ
棟
、カ
フ
ェ
棟
、レ
ス
ト
ラ
ン

棟
の
３
つ
で
構
成
さ
れ
、様
々
な
視
点
か
ら

大
井
川
流
域
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

マ
ル
シ
ェ
棟
に
は
、大
井
川
流
域
を
中
心

と
し
た
野
菜
や
お
茶
等
を
販
売
す
る
マ
ル

シ
ェ
や
飲
食
店
と
体
験
型
施
設
が
あ
り
ま
す
。

本
会
は
、営
業
部
特
販
課
が
マ
ル
シ
ェ
に
本

県
産
農
産
物
を
供
給
し
て
い
ま
す
。体
験
施

設
で
は
、16
種
の
茶
葉
の
中
か
ら
一
つ
を
選

び
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ボ
ト
ル
に
淹
れ
手
軽
に
お

茶
を
味
わ
え
る「
緑
茶 

B.I.Y.ス
タ
ン
ド
」

や
緑
茶
工
場
を
疑
似
体
験
で
き
る「
緑
茶
ツ

ア
ー
ズ
」等
が
体
験
で
き
ま
す
。カ
フ
ェ
棟
に

は
、お
茶
や
富
士
山
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
遊

具
が
特
徴
の
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
や
カ
フ
ェ
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。レ
ス
ト
ラ
ン
棟
に
は
、大

井
川
流
域
の
農
産
物
等
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

用
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
と
大
井
川
流
域
の
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
を
発
信
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、大
井
川
鐵
道
に
35
年
ぶ
り
に
誕
生
し

た
新
駅「
門
出
駅
」が
あ
り
大
井
川
鐵
道
を
走

る
蒸
気
機
関
車（
S
L
）を
間
近
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

K
A
D
O
D
E 

O
O
I
G
A
W
A

〒
4
2
8
‒0
0
0
8 

島
田
市
竹
下
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▲生産者からのビデオレター収録 ▲リモートで参加した市場関係者ら

Keizairen ┃　　0304　　┃ Keizairen

い
い
夫
婦
の
日
を
前
に
県
産
花
き
を
P
R

県
知
事
と
副
知
事
へ
花
束
贈
呈

産
地
と
市
場
の
連
携
に
よ
る
販
売
力
強
化
を

令
和
２
年
度 

系
統
経
済
事
業
研
究
委
員
会・流
通
懇
談
会

　

11
月
16
日
、静
岡
県
花
卉
園
芸
組
合
連
合
会

（
事
務
局
：
野
菜
花
卉
課
）と
花
咲
く
し
ず

お
か
フ
ラ
ワ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
は
、静

岡
市
葵
区
の
県
庁
を
訪
れ
、静
岡
県
産
の
バ

ラ
や
ガ
ー
ベ
ラ
、カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
花

束
を
川
勝
平
太
静
岡
県
知
事
と
難
波
喬
司

副
知
事
に
贈
呈
し
ま
し
た
。11
月
22
日
の「
い

い
夫
婦
の
日
」に
ち
な
み
、花
き
生
産
者
組
織

と
小
売
店
組
織
が
一
体
と
な
っ
て
連
携
し
、今

回
初
め
て
合
同
で
県
産
花
き
の
消
費
拡
大
を

P
R
し
ま
し
た
。贈
呈
式
で
は
、日
本
ガ
ー
ベ

ラ
生
産
者
機
構
の「
ガ
ー
ベ
ラ
女
神
大
使
」を

務
め
る
浜
松
市
出
身
で
元
宝
塚
歌
劇
団
の
天

玲
美
音
さ
ん
が
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。

　

川
勝
知
事

は「
県
で
は
暮

ら
し
の
様
々

な
場
面
で
花

と
緑
が
あ
ふ

れ
る『
花
の
都

し
ず
お
か
』づ

く
り
を
進
め

て
い
る
。県
産

花
き
で
生
活

に
華
を
添
え

て
ほ
し
い
」と

話
し
ま
し
た
。

　

11
月
19
日
、本
会（
企
画
管
理
課
・
み
か
ん

園
芸
部
）は
、県
農
業
会
館
で「
令
和
２
年
度

系
統
経
済
事
業
研
究
委
員
会
・
流
通
懇
談

会
」を
開
き
、県
や
Ｊ
Ａ 

、パ
ー
ト
ナ
ー
市
場

役
員
ら
35
人
が
参
加
し
ま
し
た
。新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、来
場
者

へ
の
検
温
や
手
指
消
毒
を
徹
底
し
、市
場
関

係
者
は
W
E
B
会
議
シ
ス
テ
ム「
Z
O
O
M

（
ズ
ー
ム
）」を
利
用
し
た
リ
モ
ー
ト
で
の
参

加
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
会
加
藤
敦
啓
代
表
理
事
理
事
長
が
挨
拶

を
行
い
、石
川
和
弘
常
務
理
事
が
、青
果
・
柑

橘
・
花
卉
の
販
売
取
組
み
に
つ
い
て
報
告
し

ま
し
た
。ま
た
、事
前
に
収
録
し
た
各
協
議
会

の
部
会
長
ら
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
を
上
映

し
、圃
場
の
現
状
や
産
地
の
様
子
な
ど
を
紹

介
し
ま
し
た
。市
場
か
ら
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
の

消
費
動
向
や
出
荷
最
盛
期
を
迎
え
る
本
県
農

産
物
へ
の
期
待
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。



経済連肥薬通信12月号
経済連コンサルタントによる技術情報

トマト、いちご、レタスの産地情勢を掲載して
います。

市場概況
大田市場、名古屋市場、大阪市場の概況を
随時更新しています。

分析メニュー、申込書、分析フロー（手順）を
掲載しています。分析の際はコチラから！

県内JA限定生産･事業推進に役立つ情報が満載!!

経済連肥薬通信

販売情報

農産物安全分析センター

産地情勢

●イントラから利用できます。

担当：生産資材部 生産振興開発課 (TEL 054-284-9729)
〜他にも、農畜産物別の情報なども充実〜

更新

営農ナビ イントラ版として情報発信していきます！

Keizairen ┃　　0506　　┃ Keizairen

建設部からのINFORMATION
担当　建設部　054-284-9523

ジェイエイ静岡燃料サービス株式会社

ジェイエイ静岡燃料サービス株式会社　車検整備施設（認証工場）建設工事 竣工式
JASS-CARS いとう （ジャスカーズ いとう） 竣工
　ジェイエイ静岡燃料サービス株式会社は10月14日、「JASS-CARS いと
う」の竣工式を行い、紅林弘俊代表取締役社長をはじめ14人が出席しま
した。
　式典は新型コロナウィルス感染拡大防止対策として、最小限の出席者

により行いました。
　今回完成した施設はJASS-PORT いとう（セルフ給油所）の隣接地に車
検整備施設を建設し、油外販売の強化に取り組むため計画されました。
　今後は認証工場の申請手続きを経て稼働の予定となっています。

▲外観写真 ▲紅林弘俊代表取締役社長挨拶 ▲感謝状贈呈



Keizairen ┃　　0506　　┃ Keizairen

営農支援だより 作物・産地・営農・技術・
資材などの情報をお届けします。

「
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
」に
よ
り

大
き
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　

本
年
、水
稲
の
作
況
指
数
が「
92
」（
10
月
15

日
現
在
）と
な
り
、平
成
元
年
以
降
最
低
の
作

況
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
原
因
が「
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
」に

よ
る
吸
汁
害（
い
わ
ゆ
る「
坪
枯
れ
」）で
あ
り

ま
す
。

　

今
回
は
、ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
被
害
の
実
態

及
び
そ
の
原
因
や
今
後
の
対
策
な
ど
に
つ
い

て
記
載
し
ま
す
。

静
岡
県
に
お
け
る
被
害
の
概
況

・ 

中
部
か
ら
西
部
に
か
け
て
の
中
山
間
地
域

か
ら
平
坦
地
域
で
被
害
が
多
く
、ほ
と
ん
ど

の
水
田
で
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
被
害
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

一
方
、昨
年
、大
き
な
被
害
を
受
け
た
東

部
で
は
、比
較
的
、被
害
が
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

・ 

８
月
下
旬
か
ら
発
生
し
、９
月
最
下
旬
か
ら
10

月
上
旬
が
被
害
の
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・ 

品
種
別
で
は
、「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」か
ら
始
ま
り
、

「
き
ぬ
む
す
め
」、「
に
こ
ま
る
」、「
あ
い
ち

の
か
お
り
Ｓ
Ｂ
Ｌ
」で
被
害
が
報
告
さ
れ
て

お
り
、特
に
、「
あ
い
ち
の
か
お
り
Ｓ
Ｂ
Ｌ
」

の
被
害
が
大
き
い
。

・ 「
坪
枯
れ
症
状
」が
各
地
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

左
上
の
写
真
は
、坪
枯
れ
の
写
真
で
す
。ひ

ど
く
な
る
と
水
田
全
面
が
被
害
に
遭
う
と
、

下
の
写
真
の
よ
う
に「
反
枯
れ
」（
ほ
場
一
枚

全
部
枯
れ
る
事
）と
な
り
ま
す
。

ど
う
し
て
大
き
な
被
害
と
な
っ
た
の
か

・ 

発
生
時
期
が
早
ま
っ
た
こ
と
が
原
因
の
一
つ

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
「
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
」は
、日
本
国
内
で
は

越
冬
で
き
ず
、東
南
ア
ジ
ア
か
ら
中
国
南
部

を
経
て
、日
本
に
飛
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い

る
が
、そ
の
飛
来
が
早
ま
っ
た
こ
と
が
大
発

生
の
原
因
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

・ 

日
本
に
飛
来
し
た
数
が
け
た
違
い
に
多
か
っ

た
こ
と
が
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

飛
来
数
が
例
年
の
十
倍
か
ら
、百
倍
多

か
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の

は
、薬
剤
抵
抗
性
の
ウ
ン
カ
の
発
生
や
中
国

南
部
や
ベ
ト
ナ
ム
の
暖
冬
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

・ 

一
方
、使
用
薬
剤
が
ウ
ン
カ
に
対
し
て
弱
い

剤
を
使
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

「
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
」は
、ど
ん
な
昆
虫
な
の
か

・ 

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
は
、ベ
ト
ナ
ム
北
部
で
越

冬
し
、春
先
に
は
、中
国
南
部
に
移
動
し
た

後
、下
層
の
ジ
ェ
ッ
ト
気
流
に
乗
っ
て
日
本
に

飛
来
し
ま
す
。

・ 

最
近
、ベ
ト
ナ
ム
の
二
期
作
の
水
稲
の
栽
培

面
積
が
増
加
し
て
お
り
、越
冬
す
る
虫
の
数

が
増
加
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
対
策
は

　

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
は
、今
後
も
日
本
に
飛
来

す
る
こ
と
は
、避
け
ら
れ
な
い
の
で
、次
の
対

策
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。　

　

日
本
に
飛
来
し
て
か
ら
、世
代
を
経
る
ご

と
に
そ
の
増
加
率
が
高
ま
る
の
で
早
め
の

防
除
が
必
要
と
な
る
。

①
効
果
の
高
い
箱
施
用
剤
を
使
用
す
る
。

（
ゼ
ク
サ
ロ
ン（
成
分
名
ピ
ラ
キ
サ
ル

ト
）系
殺
虫
剤
等
）

②
圃
場
で
の
薬
剤
散
布
は
、予
防
を
重
点
の

薬
剤
散
布
を
心
掛
け
る
。（
数
が
増
加
す

る
前
に
叩
く
。）

③
西
日
本
の
病
害
虫
防
除
所
が
発
表
す
る

予
察
情
報
に
注
意
す
る
。

④
抵
抗
性
品
種
を
導
入
す
る
。

連
絡
先　

食
糧
部
食
糧
課

0
5
4（
２
８
４
）９
７
３
７

0
5
4（
２
８
４
）９
７
３
８

営
農
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

古
川
信
好

坪枯れが発生し始めた状態

放置して圃場全面が枯れた状態

トビイロウンカの　
飛来予想図▶

 ▲クミアイ化学工業㈱
　 「ウンカの生態と被害」から引用



農林技
術

研究所
だより

最新研究
紹介一　

は
じ
め
に

　

静
岡
の
緑
茶
と
い
え
ば
、
新
鮮
な
若
葉

の
香
り
と
程
よ
い
渋
味
の
「
普
通
煎
茶
」、

緑
色
が
濃
く
ま
ろ
や
か
な
味
の
「
深
蒸

し
煎
茶
」
が
一
般
的
で
す
が
、
現
在
、
こ

れ
ら
煎
茶
の
需
要
が
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
当
茶
業
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
茶

の
新
た
な
需
要
の
喚
起
を
目
指
し
、
香
り

に
特
徴
の
あ
る
「
香
り
緑
茶
」
を
開
発
し

ま
し
た
。「
香
り
緑
茶
」
は
、
ほ
ん
の
り

と
甘
い
花
の
よ
う
な
香
り
を
、
添
加
物
な

し
で
発
揚
さ
せ
た
お
茶
で
、
今
ま
で
の
煎

茶
に
は
な
か
っ
た
新
た
な
香
り
と
味
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、「
香

り
緑
茶
」
の
大
規
模
製
造
実
証
の
成
果
と

商
品
化

し
た
香

り
緑
茶

に
つ
い

て
御
紹

介
し
ま

す
。

二　
「
香
り
緑
茶
」
の
製
造
方
法

　

通
常
、
煎
茶
は
、
摘
ん
だ
茶
葉
を
新
鮮

な
状
態
で
製
造
し
ま
す
が
、「
香
り
緑
茶
」

は
生
葉
に
「
加
温
」「
撹
拌
」「
低
温
静
置
」

の
３
つ
の
処
理
を
行
い
、
茶
葉
を
あ
え
て

少
し
萎
れ
さ
せ
て
か
ら
製
造
し
ま
す
。
ま

ず
、
摘
ん
だ
茶
葉
に
温
風
を
送
り
、
葉
温

が
25
℃
に
な
る
よ
う
に
「
加
温
」
し
ま
す
。

次
に
、
葉
温
が
15
℃
程
度
に
な
る
よ
う
な

環
境
下
で
、
約
12
時
間
「
低
温
静
置
」
し

ま
す
。
こ
の
間
に
、
当
セ
ン
タ
ー
で
開
発

し
た
「
香
り
揺
青
機
（
よ
う
せ
い
き
）」（
図

１
）
で
１
回
５
分
間
の
「
撹
拌
」
を
２
時

間
お
き
に
３
回
行
い
、
茶
葉
を
萎
凋
さ
せ

ま
す
（
図
２
）。
こ

の
一
連
の
処
理
に
よ

り
、
茶
葉
中
で
反

応
が
起
こ
り
、
ジ
ャ

ス
ミ
ン
ラ
ク
ト
ン
な

ど
の
甘
い
香
り
が
生

成
・
蓄
積
さ
れ
ま
す
。

萎
凋
後
は
、
普
通
煎

茶
と
同
様
の
方
法
で

製
造
を
行
い
ま
す
。

三　
大
規
模
製
造
実
証
試
験

　

香
り
緑
茶
の
大
量
生
産
を
目
指
し
、
牧

之
原
市
の
製
茶
工
場
に
大
型
（
5
0
0
K

型
）
の
「
香
り
揺
青
機
」
な
ど
の
実
証
機

を
導
入
し
、
令
和
元

年
か
ら
大
規
模
製
造

実
証
試
験
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
（
戦
略

的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研

究
推
進
事
業
委
託
事

業
（
H
31
―R3
））。
こ

の
実
証
機
は
、
大
型

香
り
揺
青
機
の
他
に
、

大
型（
4
5
0
0
K
型
・

9.5
ボ
ッ
ク
ス
）
生
葉

コ
ン
テ
ナ
、
ス
ポ
ッ
ト

ク
ー
ラ
ー
等
か
ら
な

り
ま
す
（
表
１
）。
当

セ
ン
タ
ー
の
少
量
機

と
運
転
条
件
が
異
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ

た
た
め
、
３
つ
の
処
理

の
う
ち
、
撹
拌
と
低

温
静
置
に
つ
い
て
、
実

証
試
験
を
行
い
ま
し

た
。

⑴
大
型
香
り
揺
青
機
に
よ
る
撹
拌

　

当
セ
ン
タ
ー
の
香
り
揺
青
機（
2
0
0
K

型
）
は
、
撹
拌
時
、
茶
葉
が
胴
内
を
通
過

す
る
時
間
が
５
分
と
な
る
よ
う
に
胴
回
転

数
2
r
p
m
、
胴
傾
斜
4°
の
条
件
で
運

転
し
て
い
ま
す
。
大
型
香
り
揺
青
機
の
胴

内
径
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
香
り
揺
青
機
と

同
じ
１
ⅿ
で
す
が
、
胴
の
長
さ
は
1.5
倍
の

３
ⅿ
の
た
め
、
当
セ
ン
タ
ー
の
香
り
揺
青

機
と
運
転
条
件
が
異
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

大
型
香
り
揺
青
機
に
適
し
た
運
転
条
件
を

検
討
し
ま
し
た
。

　

胴
回
転
数
2
r
p
m
で
運
転
し
た
と
こ

ろ
胴
内
に

茶
葉
が
大

量
に
滞
留

し
て
し
ま

い
、
撹
拌

の
効
果
が

得
ら
れ
な

か
っ
た
た

め
、
茶
葉

が
十
分
に

撹
拌
さ
れ
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商
品
化
の
進
む「
香
り
緑
茶
」

静岡県農林技術研究所
茶業研究センター

新商品開発科 研究員

山 本 幸 佳

私
が紹介

します

!

図2　香気発揚システム

香気発揚システム

撹拌
5分2時間撹拌

5分2時間撹拌
5分

加温
25℃
30℃

低温静置 15℃ 12時間

表１　少量機と実証機との比較
処理量 生産コンテナ 加温 撹拌香り揺青機 低温静置

少量機 200kg/日 200K型 電気ヒーター 300K型胴内径1m
長さ2m 室内空謂

大規模実証機 1000kg/日
（目標） 4500K型 電気ヒーター 500K型胴内径1m

長さ3m
スポットクーラー
コンテナに冷風を送る

図1　香り揺青機

図3　改良後の桟



る
よ
う
に
胴
の
内
壁
に
あ
る
桟
の
高
さ

を
50
㎜
か
ら
9
1.
2
㎜
に
拡
大
す
る
改

良
を
加
え
ま
し
た
（
図
３
）。
そ
の
結
果
、

胴
回
転
数
を
5
～
7
r
p
m 

、
胴
傾
斜
を

2
～
4
と
す
る
こ
と
で
、
生
葉
に
十
分
な

刺
激
を
加
え
な
が
ら
撹
拌
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

⑵
大
型
生
葉
コ
ン
テ
ナ
と

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
に
よ
る
低
温
静
置

　

低
温
静
置
の
試
験
は
、
外
気
温
が
高
く

な
る
二
番
茶
以
降
に
行
い
ま
し
た
。
ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
１
台
（
1
ボ
ッ
ク
ス
あ
た
り
）

に
よ
る
低
温
静
置
で
は
、
気
温
の
影
響
を

受
け
、
葉
温
は
平
均
気
温
よ
り
も
約
２
℃

低
く
な
り
ま
し
た（
図
４
）。
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
を
２
台
に
す
る
と
、
葉
温
は
平
均
気

温
よ
り
約
５
℃
低
下
し
ま
し
た
。し
た
が
っ

て
、
ク
ー
ラ
ー
の
台
数
を
増
や
す
こ
と
で

生
葉
の
冷
却
効
果
が
向
上
す
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
低
温
静
置
中
の
風
量
を
80
％
か

ら
50
％
に
減
ら
す
と
外
気
の
混
入
が
減
り
、

葉
温
が
低
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た

（
図
５
）。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
低
温
静
置
中
の
葉

温
が
目
標
値
の
15
℃
に
達
し
な
い
場
合
は
、

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
の
台
数
を
増
や
し
た

り
、
生
葉
コ
ン
テ
ナ
の
風
量
を
弱
め
た
り

す
る
こ
と
で
、
冷
却
効
果
が
向
上
す
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

四　
「
香
り
緑
茶
」
の
商
品
化

　

香
り
緑
茶
の
普
及
拡
大
を
図
る
た
め
、

平
成
29
年
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
の
香
り
揺
青

機
を
生
産
者
や
茶
商
の
皆
さ
ん
に
利
用
し

て
も
ら
い
、
試
作
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
最
近
は
、
試
作
に
取
り
組
む

方
々
も
増
え
、
一
昨
年
か
ら
７
件
の
商
品

化
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
図
６
）。

五　
お
わ
り
に

　

商
品
化
さ
れ
た
７
件
の
う
ち
「
香
り
緑

茶
花
こ
こ
ち
」
は
、
世
界
緑
茶
コ
ン
テ
ス

ト
で
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
香
り
緑
茶
」
の
開
発
で
は
、
当

セ
ン
タ
ー
が
O
―C
H
A
パ
イ
オ
ニ
ア
賞

（
産
業
技
術
・
商
品
開
発
大
賞
）
を
受
賞

す
る
な
ど
、
香
り
緑
茶
に
大
き
な
期
待
が

持
た
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
大
規
模
製
造

技
術
を
基
に
、多
く
の
皆
様
に「
香
り
緑
茶
」

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
是
非
、
花
の
よ
う
な
甘
い
香

り
の
「
香
り
緑
茶
」
を
お
試
し
く
だ
さ
い
。

連
絡
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菊
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市
倉
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０
６
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静
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農
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技
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茶
業
研
究
セ
ン
タ
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新
商
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開
発
科
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図6　商品化した香り緑茶

図5　低温静置中の葉温の変動

図4　低温静置中の平均葉温

香り緑茶
hanakaori

萩 埜 園

大井川農協

香り煎茶
香駿

流通サービス株式会社

香り縁茶

大井川農協

勝間田開拓茶農協

香り縁茶
宗平

香り縁茶
花つづみ

勝間田開拓茶農協

成茶加納株式会社

香り縁茶
花ここち

静岡浅間
　七社巡り



JAタウン

しずおか「手しお屋」のオススメ商品

検 索しずおか手しお屋

▲JAみっかび「三ヶ日青島みかん」

規格 ： 優品／良品
　　　2Ｌ／Ｌ／Ｍサイズ
　　　5kg箱／10kg箱

Keizairen ┃　　0910　　┃ Keizairen

テレビ番組「しずおかごはんが食べたい！」のご紹介
　食糧部は、協賛するテレビ番組「しずおかごはんが食べたい！」（全
11回放送・テレビ静岡）で、県下各地のお米のＰＲを行っています。
　11月21日に放送された第7回目の放送では、お笑い芸人フォーリ
ンラブ・バービーさんが富士市と富士宮市を訪問し、ごはんに合う地
元グルメや飲食店を紹介しました。番組では、バービーさんが静岡
県産きぬむすめを味わい、きぬむすめの特徴や美味しさを紹介しま
した。
　次回放送は掛川市・袋井市から「掛川コシヒカリ」をオードリー・春
日さんが紹介します。12月19日（土）夕方5時より放送予定！ ぜひご覧
ください！

▲掛川コシヒカリと一緒に絶品レトルトカレーを味わう春日さん（掛川市・12/19放送予定）▲静岡県産米をＰＲするバービーさん（富士市）

▲第7回の放送では静岡県産「きぬむすめ」を紹介

担当：食糧部 食糧課（TEL:054-284-9737）

JAみっかび「三ヶ日青島みかん」

担当：営業部 流通開発課（TEL:054-284-9728）

　三ヶ日みかんの主力「青島みかん」を紹介します！
　12月より順次収穫する三ヶ日の青島みかん。収穫後は木箱な
どで貯蔵し、みかんの果肉を熟成させ、まろやかな味に仕上げま
す。三ヶ日青島みかんは、甘味・酸味のバランスが良く、コクがあ
るみかんです！当ショップで扱う三ヶ日みかんは全てJAみっかび
の選果場で光センサーにより糖度測定をしております。
　当ショップでは、贈答にオススメの優品とご自宅にオススメ
の良品、サイズは２L・Ｌ・Ｍからお選びいただけ、各5kg（2Ｌは
4.5kg）と10kgをご用意しております。今が旬の静岡みかんをぜ
ひご利用ください！詳しい商品内容や価格、販売時期などはJAタ
ウンサイトからご確認ください。

JAタウン手しお屋ショップから
この時期オススメの商品を

ご紹介します♪

▲JAみっかび商品一覧は
こちら
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担当：くらし支援部 総合エネルギー課（ＴＥＬ054-284-9529）



JA
静
岡
経
済
連

担当：営業部 流通開発課　（TEL 054-284-9728）

暖かな太陽と富士の名水のもとに育った
県産素材の放つ　味、香り、潤いを
時にダイナミックに、時に仕事を加えて繊細に。
「静々動々」と御用意いたしました。
食で感じる静岡をどうぞお楽しみください。

JA静岡経済連直営焼肉店
駿府の肉処 静岡そだち

住所：静岡市葵区追手町2-15
MRK追手町2階（1階セブンイレブン）

●営業時間
ランチ　 11：30 ～ 14：00（L.O. 13：30）
ディナー 17：00 ～ 23：00（L.O. 22：00）

●定 休 日
  第3月曜日 ※祝日の場合は翌日

※営業時間·店休日は変更する場合がございます。ご来店の前にHPまたはお電話でご確認ください｡

特選和牛
静岡そだち

柔らかくきめ細かな肉質と上品な旨み。オリジ
ナル飼料と統一した飼育管理のもと、じっくり
愛情をもって育てられたブランド牛。

金華豚の柔らかい肉質・甘み・風味の良い脂肪
と、フジロックの霜降り肉・優れた産肉性を併
せ持ったブランド豚。
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